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極 的 な 生 活 態 度 に つ い て 一 新 座 市 高 齢者 生 活 実 態 調 査 よ り

女 短 大　 ○ 宮 城 道 子　 古 松 弥 生　 木 寺 博 子　 柳 許 子　 横田 京

藤 井 敏 信　 佐 藤元　 狩 野 敏 也　 波 多 野 和 彦

目 的　 新 座 市 に お け る 高 齢 者 の 生 活 お よび そ の 意 識 を 総 合 的It 把 握 す る 試 み と し て 行な

わ れ た1989 年 ７ 月 の ア ン ケ ート 結 果 か ら、 高 齢 者 の 積 極 的 な 生 活 態 度 を 左 右 す る も の に つ

い て 分 析 し た 結果 を 報 告 す る。

方 法　 調 査 対 象 地 区：　新 座 市 内19 地 区（ 町 丁 目 単 位 ）

調 査 対 象 者：　在 宅 の 男 女 高齢 者（65 才 以 上 ）

有 効 回 収 数1  156 名、 有 効 回 収 率89.2 ％。

調 査 方 法：　質 問 紙 に よ る 留 置 調 査

Ｉ結 果　 日 常 生 活 に お け る 積 極 的 な 生 活 態 度 と し て1   1 項 目 を あ げ、 こ れ ら に つ い て 自 分

自 身 が あ て は ま る と 思 う か と う か を た ず ね た と こ ろ、 「 ニ ュ ― ス や時 事 問 題j     r新 し い 知

識 」 な ど に は 積 極 的 な 回 答 が 得 ら れ た が、 「 流 行 を と り い れ た服 」犬「’自 分 な り の おし ゃ れ

」 と い っ た 項 目 に は 消 極 的 で あ っ た。 ま た 一 般 的 に は、 加 齢 に と も な っ て 積 極 性 が失 わ れ

て い く が、 「 ニ ュ ― ス や 時 事 問 題 」「 若 い 人 と の 会 話 」 な ど は 加 齢 に よ る 変 化 が 小 さ い。

性 別 に お い て も、 男 性 の 積 極 性 が 高い 項 目。 女 性 の 積 極 性 が 高い 項目、 性 差 が ほ と ん ど み

ら れな い 項 目 に分 け ら れ た。 高 齢 者 の 生 活 を 単純 に 活 力 が 失 わ れ て い く も の と み る の で は

な く、 家 族 類 型 や 経 済 面・ 精 神 面 ・ 健 康 面 の ３ つ の 自 立 意 識 な ど と の 関 連 の な か か ら、 構

造 的 に 把 握 し、 積 極 性 を よ り 発 展 さ せ る 方 向 を 求 め る こ と が 重 要 と 思 わ れ る。
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と の 交 流 状 況 と 高 齢 者 観

鈴　　木　 敏　 子

目 的　 高 齢 化 社 会 の 担 い 手 を ど う 育 て る か と い う こ と で 「 福 祉 教 育 」 に 注 目 さ れ て い

る 。 「 福 祉 教 育 」 を ど う と ら え 、 そ こ に 家 政 教 育 お よび 家 庭 科 教 育 が ど の よ う に 位 置 づ い

た ら よ い か 考 え る た め に 、 子 ど も の 高 齢 者 と の関 わ り の 実 態 や 高 齢 者 観 に つ い て 、 特 性 の

異 な る 地 域 を 比 較 し な が ら 明 ら か に す る 。

方 法　 三 世 代 家 族 が 多 い 農 村 地 域 と し て 富 山 県 黒 部 市 立 Ａ 中 学 校 、 核 家 族 化 が 進 んで い

る 都 市 地 域 と し て 横 浜 市 内 の 国 立 Ｂ 中 学 校を 選び 、2 年 生 を 対 象 に 、 祖 父 母 の 有 無 と 同・

別 居 の 状 況 、 祖 父 母 や 近 隣 の 高 齢 者 と の 交 流 状 況 、 高 齢 者 に 対 す る 意 識 な ど を 内 容 と す る

ア ン ケ ート 調 査 を 実 施 し た。 調 査 の 方 法は 質 問 紙 に よ る 集 合 調 査 。 調 査 時 期 は1989 年1  0月

下 旬 ～ 日 月 下 旬 。 調 査 数 は.     A 中 学 校 は　６ク ラ ス 中 の　３ク ラ ス　ロ７名（ 有効 数 は男 子56  .

女 子6  0の 計 □6) 、 Ｂ 中 学 校 は 全　３ク ラ ス　140 名 （ 有 効 数 は 男 子67  、 女 子7  1の 計138) 。

結 果　 拡 大 家 族 が Ａ で は63.6 ％ 、B で は22.4 ％, 母 親 の 就 業 率 は Ａ で は86.2 ％ 、 Ｂ で は

55.1 ％ な ど 、 家 族 の 属 性 に か な り の 差 があ る 。 祖 父 母 が い な い 者 は 両 者 の　264 名 中　７名 。

３弱 ％ に すぎ な か っ た 。し か し 同 居 が Ａ の56.0 ％ に 対 し,      B で は26.1 ％ で あ り. し か も 前

者 は 父 方 の 祖 父 母 と 同 居 、 後 者 は母 方 の 祖 父 母 と の 同 居 が 多 か っ た。 同 居 祖 父 母 と の 交 流

は 深 い が 、 別 居 祖 父 母 や 地 域 の 高 齢 者 と の 交 流 は 薄 く な っ て い る 。 高 齢化 社 会 が 進 ん で い

る 一方 、 核 家 族 化 も 進 ん で い る 状 況 に お い て 、 子 ど もの 高 齢 者 観を よ り 豊 か にし て い く に

は 、 教 育 に 高 齢 者 問 題 を ど の よ う に 位 置 づ け て い く か とい う こ と 、 地 域 で 子 ど も と 高 齢 者

と の交 流 を ど の よ う に は か っ て いく か と い う こ と が 課 題 に なっ て い る と 考 え ら れ た 。


